イヌビワ（クワ科イチジク属）　落葉小高木　雌雄異株

実のように見えるものは、実ではなく花嚢（熟したものは果嚢）である。

雌木は熟すとイチジクの原種？のように花嚢が果嚢となり美味しく食べられます。
同科同属に「オオイタビ・イタビカズラ・ヒメイタビ」があります。

　イヌビワは雌雄異株で花は開花せず、雌雄とも花嚢は出来るが雄株の花嚢はコバチの為に越冬する。雄株の花嚢には雌花と雄花があり、雌株の花嚢には雌花のみがあるようです。
雄株の花嚢の中の虫嬰で越冬したコバチは翌年春から夏頃成虫となって交尾し、雌は花粉を付けて飛び出し、雄株の新しい花嚢に入り（入るとき羽はもぎ取れる）、中の雌花の柱頭毎に数百個の卵を産み付け、これが虫えいとなって越冬する。

但し、イヌビワオナガコバチ（以下オナガコバチと言う）は長い産卵管で外から中のイヌビワコバチ（以下コバチと言う）の中えいの中の卵に産卵し、コバチを食べて生長する（二重寄生）。
　これだけではイヌビワにとって何のメリットもないが、コバチの中には花粉を付けて雌株の花嚢にも入り受粉させ、イヌビワは種子を作り繁殖するので共生が成り立っている。
　但し、オナガコバチは中に入らないのでイヌビワにとっては迷惑な存在であると思います。
　雄は憐れなもので雄株の花嚢の中で交尾した後は外へ出ることなく、一生を花嚢の中で終えて死ぬ。
　植物であるイヌビワも昆虫であるコバチもお互いに相手が存在しなければ生きていけない共生関係にある。
　観察出来たのは、8月17日果嚢を割ったとき沢山のオナガコバチの雌と数少ないコバチの雌が出てきたのと10月26日花嚢の外にいた長い産卵管のオナガコバチの雌と、中にいたイヌビワコバチの雌であった。
　11月3日再度オナガコバチが長い産卵管で花嚢に産卵する様子を見に行ったが見られず
熟した果嚢の中にいたオナガコバチの雌と雄が観察出来た。
　オナガコバチの雌はあの長い産卵管で花嚢の外から中のコバチの卵をどうやって探し当てるのか不思議である。
　2011年7月28日 甲山森林公園のある雄木の果嚢には大きなハチ？の幼虫が各１尾入っていてコバチ（又はオナガコバチ）の幼虫は全部食べられていました。

　雄木なのか雌木なのかを見分けるポイント＝冬季花嚢を着けているものは雄木で、着けていないものは雌木である。但し雄木でも年によって花嚢を付けていない木もある。
画像は別途私のホームページhttp://0084.web.fc2.com/hana2.190.htmlを見て下さい。
2012年12月13日　　大橋　正規
